
R7予算 R5実績

(千円) (千円)

1 秘書課
自治宝くじコミュ
ニティ助成事業

　自治宝くじ普及広報事業を利用し、祭用具やコミュニティ公園の遊具及びコミュニ
ティセンター建設等の整備を図る。

2,500 1,900 ○

2 秘書課
コミュニティ施設
整備事業

　コミュニティ活動の拠点となる集落センター等の老朽化が進んでおり、それらの改
修等に要する経費の一部を助成し施設の充実を図る。

2,500 2,452 ○ ○

3 秘書課
コミュニティ活動
促進事業

　地域の独自性・創造性を十分に発揮できるコミュニティ活動の展開を図ることを
目的に、地域(集落・地区)計画のソフト面を支援する。

1,514 1,458 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 秘書課
花壇コンクール
開催事業

　美しく住みよい環境づくりを推進するため、地域住民が主体的に取り組む花いっ
ぱい運動を支援することによって、地域住民の環境美化活動に対する意識の高揚
を図る。

1,000 569 ○ ○ ○

5 秘書課
首長営業戦略
展開事業

　他自治体及び団体等と八千代町を町長自らが繋ぐことにより、対流人口の増加、
町産品の販路拡大、町内における外国人との交流の場の創出につなげ、国外を含
めた町外における当町の地位向上を図る。

1,860 1,213 ○ ○ ○

6 秘書課
新春賀詞交歓
会事業

　町内各界からの出席により、相互理解を深め町の活性化を図る。 800 760 ○ ○

7 秘書課
行政区運営支
援事業

　行政区長等の委嘱及び行政区組織の運営を支援することにより、町の行政事務
処理の円滑化、また自主的、民主的な自治及び地域連帯意識の醸成による集落
活動の活性化を図る。

48,984 44,982 ○ ○ ○ ○ ○

8 秘書課
ネットワーカー
等連絡協議会
支援事業

　町からの推薦により、チャレンジ茨城県県民運動理事長が委嘱するネットワー
カー（地域活動員）の活動を支援することによって、県民運動を広げ、地域住民の
ネットワークづくりを促進する。

56 48 ○ ○

9 秘書課
住民交流イベン
ト事業

　町民を対象とした交流イベントを実施することによって、地域住民間の交流を促
進し、地域コミュニティの活性化を図る。なお、令和5年度まで実施したHARUIRO
ウォーキングは、令和6年度からスポーツ振興課へ移管。令和6年度は令和5年度
に新規で開催したイルミネーションを規模を拡大して実施予定。

1,375 1,858 ○ ○ ○

10 秘書課
男女共同参画
推進事業

　八千代町男女共同参画プランに基づき、男女が、社会のあらゆる分野において、
個性と能力を十分に生かし、共に責任を担う男女共同参画社会の実現を目指し
て、男女共同参画の推進に取り組む。男女共同参画推進員活動を支援し、各種講
演会、講習会の開催による啓発活動等を実施する。

778 364 ○ ○ ○
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11 秘書課
多文化共生推
進事業

　国籍等に関わらず誰もが住みよい街の実現に向けて、多文化共生推進協議会
の設置や、多文化共生マンスリーセミナーの開催などの多文化共生に資する事業
を実施する。

1,087 382 ○ ○ ○ ○

12 秘書課
国際交流推進
事業

　当町の多文化共生を推進するため、中心的役割を担う人材の育成を目的とした
視察研修を実施し、ベトナムとの連携を強化する。

5,000 6,093 ○ ○ ○ ○

13 秘書課
外国人相談窓
口事業

　人口の約９％が外国人住民である当町は、今後更に外国人住民の増加が予想さ
れる。急速に増加する外国人住民に対応するため、出入国在留管理局の交付金
を活用し、外国人相談窓口の開設および運営を推進することにより、外国人住民
へのサービス向上を図る。

3,732 0 ○ ○ ○ ○

14 秘書課
シティプロモー
ション推進事業

　出産・子育てから介護予防・高齢者施策、移住定住の促進など、町の内外に向け
ての各施策のＰＲチラシを作成。チラシを配布するとともに新聞広告等を利用し、町
の認知度向上やブランド力向上を目指す。

1,000 0 ○

15 秘書課
地域おこし協力
隊事業

　人口の約９％が外国人住民である当町は、今後更に外国人住民の増加が予想さ
れる。急速に増加する外国人住民に対応するため、都市部から外国文化に精通し
た住民を受け入れ、外国人住民と日本人住民の相互理解に資する事業を展開し
てもらうことによって、多文化共生の推進を図る。

5,200 0 ○ ○ ○ ○

16 秘書課 パソコン導入 　広報紙作成用の新しいパソコンを導入する。 800 0 ○

17
まちづくり推
進課

地域公共交通
推進事業

　町の実情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項を協議する地域公共交
通会議を設置し、公共交通施策の推進に関して審議する。地域公共交通計画に基
づき、地域の公共交通事業を推進する。

150 8,050 ○

18
まちづくり推
進課

デマンド交通運
行事業

　移動手段に不便をきたしている高齢者などの地域住民の交通手段として、デマン
ド交通の運行を実施する。

23,739 23,299 ○

19
まちづくり推
進課

SDGs推進事業

　2015年に国連サミットで採択されたSDGsの実現に向けて、各部局の職員が所管
の事業を通じて町民への普及啓発を図れるように、SDGsに対する理解を深める職
員研修を実施する。「八千代町SDGsアクションプラン」を策定し、全庁的にSDGsの
目標達成に向けた取組を推進する。パートナーを募集し、SDGsの達成に取り組む
企業等の連携を進める。

200 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20
まちづくり推
進課

総合計画策定
事業

　令和3年3月に策定した第6次総合計画について、令和7年度末をもって前期5年
間が終了するため、基本計画を見直して後期基本計画を策定し、町政全般にわた
る施策の基本方針を示す。

11,831 0 ○
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21
まちづくり推
進課

新規学卒者就
職祝金事業

　町内の事業者等に就職した町民の新規学卒者の方に、就職祝金を支給する。 2,000 0 ○ ○ ○

22
まちづくり推
進課

子育て世代移
住促進住宅整
備事業

　中間層向けの子育て支援住宅（集合住宅）を整備し、子育て世帯の定住促進を
図る。
第２期として、西豊田地区に戸建ての子育て住宅を整備する。

190,000 37,919 ○

23
まちづくり推
進課

社宅・社員寮整
備支援事業

　社宅や社員寮の整備後に社員が入居した場合に、整備した事業者に対して、整
備戸数に応じて、１建物につき最大300万円まで助成する。

2,000 7,000 ○ ○

24
まちづくり推
進課

転入者住まい応
援事業

　平成29年4月1日以降に本町へ転入し、令和７年3月31日までに新たに住宅を取
得した人に新築住宅で30万円、中古住宅で10万円の助成金を交付する。さらに、
新婚世帯に10万円、子育て世帯に10万円を加算する。

9,000 6,600 ○ ○

25
まちづくり推
進課

新婚家庭家賃
助成事業

　平成28年4月１日以降に、町内の民間賃貸住宅に入居した人で、家賃が５万円以
上の賃貸の場合に、月額１万円を助成する。（最長で36ヵ月）

1,500 1,350 ○ ○

26
まちづくり推
進課

結婚サポート事
業

　未婚の男女の結婚に対する希望の実現を図ることを目的として、婚活イベントの
開催や婚活イベント参加費への補助など、総合的に結婚へのサポートを行う。

4,810 40 ○ ○

27
まちづくり推
進課

企業誘致促進
事業

　町内立地企業の環境整備や事業拡張に向けた取り組みの支援を進めるとともに
新たな工業団地開発に向けた検討を行う。

2,900 388 ○

28
まちづくり推
進課

わくわく茨城生
活実現事業

　マッチングサイト（茨城県運営）に掲載された企業に就職した移住者の移住に伴う
引越代及び引越しに伴う交通費や宿泊費等の経費に対し、単身世帯に６０万円、２
人以上世帯に100万円を支給する。

5,000 0 ○ ○

29
まちづくり推
進課

地域おこし協力
隊活用事業

　都市地域から過疎地域等に移住して、専属的に地域協力活動を行う地域おこし
協力隊員を活用する。高収益作物の普及促進、果樹生産振興、多文化共生推進
事業、地域活性化イベント企画運営事業、スポーツ振興などの分野で活動する。

35,374 19,477 ○ ○ ○

30
まちづくり推
進課

町政活性化推
進事業

　町が実施するまちの活性化に係る事業に関し、支障となる課題の解決や施策の
実施に向けた提言、サポートやアドバイスなどの支援を受けるものである。
新たにシティプロモーションと関係人口創出に関する企業人をそれぞれ増員する。

18,800 13,486 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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31
まちづくり推
進課

旧中山家住宅
活用事業

　旧中山家住宅をイベントや交流スペース等、地域に賑わいを生み出す観光拠点
として整備する。

7,573 5,928 ○ ○ ○

32
まちづくり推
進課

官学連携事業
　早稲田大学の地域連携演習講義に対する講師や地元八千代高校の総合的な探
求の時間への協力をすることにより、地域の課題解決に向けた取り組みを進める。

800 11 ○ ○

33
まちづくり推
進課

関係人口創出
事業

　人口減少が進行していく中で、当町に関心を持ってもらうことを目的にデジタル住
民票を発行し、関係人口を創出して従来の関係とは異なる新しい形の関係を構築
する。

500 0 ○

34
まちづくり推
進課

八千代町奨学
金返還支援事
業

　高校・大学等を卒業後、働きながら奨学金の返還を始めた方等に対し、返還の一
部を補助する。

2,600 0 ○ ○

35
まちづくり推
進課

八千代町同窓
会開催支援事
業

　25歳から40歳までの町内の小中学校を卒業した者が、学校、学年、学級、部活
等のグループ単位（10人以上・町外者3割以上）で開催する同窓会開催費用に対
し、費用の一部を補助する。

600 0 ○ ○

36 総務課

魅力あるまちづ
くりのための八
千代町職員研
修

　本町の魅力あるまちづくりを進めるため、地方自治行政の先進的な事例における
実情及び専門的、技術的な事項について、職員が実施する現地調査に対し、1人
につき5万円を限度に助成する。

1,000 100 ○ ○

37 総務課
庁内情報化推
進事業

　行政情報の電子化及びその総合的な利用による行政事務の簡素化・効率化の
一層の推進が迫られており、行政サービスの向上と住民のニーズに応えられるよ
う事業推進を図る。また、庁内や各施設間のコンピューターネットワーク、内部情報
系電算システムの維持管理、基幹業務系電算機器やシステムの調達及び維持管
理を行う。

260,819 130,123 ○ ○

38 総務課
地域情報化推
進事業

　IBBNは県と県内市町村とが共同で整備する高速・大容量の情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸで
あり、行政ｻｰﾋﾞｽの効率化・高度化を推進するのが目的である。
　IBSCを活用しインターネット接続及びメールとファイルの無害化等を行い、高度な
情報セキュリティ対策を図る。

4,800 4,331 ○

39 総務課
電子自治体推
進事務事業

　茨城県市町村共同システム整備運営協議会に参画し、共同で電子自治体の研
究及び情報システムの共同運用を進めていく。
　地方公共団体における番号制度に係る自治体中間サーバーの構築に関する調
査・設計・開発及び番号制度の導入に係る地方公共団体の関係システムの整備に
要する経費についての支援等を実施していく。

17,545 7,805 ○

40 総務課
庁内DX推進事
業（出退勤管理
システム）

　限られた人的資源の中で職員の生産性の向上を図るため、勤務状況の把握は
不可欠である。出退勤、休暇や時間外の申請等を一つのシステムで行うことで、職
員の勤務状況を正確に把握するとともに、出退勤等入力の煩雑さの解消と集計作
業時間の削減等による業務効率化を推進する。

4,400 0 ○ ○
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41 財務課 電子契約事業 　契約締結から契約書管理まで可能なクラウド型の電子契約を導入する。 150 0 ○

42 財務課

電子入札及び
入札参加資格
電子申請導入
事業

　紙で実施している入札及び入札参加資格申請受付を、いばらき電子入札システ
ム等共同利用運営協議会に参加し電子化する。

310 0 ○

43 財務課
町有地環境美
化事業

　町有地の草類の繁茂を防止するため、年数回の除草作業を委託する。 1,086 0 ○

44 財務課
庁庭環境美化
事業

　員が行っている庁庭の除草及び植栽（低木）剪定について、業務委託する。 934 0 ○

45 消防交通課
自主防災組織
活動事業

　自主防災組織育成のためホース等の消防器具の配付を行い、自衛消防団を存
続させる支援を行う。

823 139 ○

46 消防交通課
防火貯水槽補
修事業

　消火活動の際に有効な水利となる防火貯水槽を整備し、地域の安全確保を図
る。

800 0 ○ ○

47 消防交通課
消防団員活動
用装備品整備
事業

　平成25年12月に施行された「消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関す
る法律」に基づき、消防団の装備の基準が改正され、装備の充実を図る必要があ
る。

2,140 1,173 ○

48 消防交通課
消防団員自動
車運転免許取
得費補助事業

　平成29年3月に改正された道路交通法により、今後消防自動車の運転を制限さ
れる者が増加する見込みであるため、消防自動車の運転に要する免許取得への
補助を行い、消防団員を確保し地域の防災力低下を防ぐ。
　補助額　取得費用の2/3を補助する。（千円未満切捨て　上限額10万円）　ただ
し、5万円以上の場合は5分割で支払う

445 82 ○

49 消防交通課
消防団員加入
促進支援事業

　近年消防団員の確保が難しくなり、現状では定員割れしている。啓発品を作成・
配付することにより、勧誘しやすくなるとともに団員の機運醸成にもつながると考え
ている。

200 192 ○

50 消防交通課
防災士資格取
得助成事業

　防災に関する知識や技術の習得ができる「防災士」の資格を取得する方に対し
て､講習費用を助成する。対象経費の１０／１０（上限６万円）

240 99 ○ ○ ○
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51 消防交通課
総合防災訓練
事業

　大規模災害等に対応するため、住民や町職員においての防災意識の向上や防
災力の向上を図るため、防災訓練を実施する。

1,042 340 ○ ○ ○

52 消防交通課
防災行政無線
機能強化事業

　令和4年度に更新した防災行政無線の操作卓の機能を活用し、情報伝達手段の
多様化を図り、迅速かつ確実に町民に防災情報を伝達する体制を構築する。

4,028 528 ○ ○ ○

53 消防交通課
防災備蓄品整
備事業

　地震や風水害等による大規模災害に備え、各避難所用の防災備蓄品を整備を
図る。

4,500 0 ○ ○ ○

54 消防交通課
八千代町防災
士会補助事業

　八千代町防災士会へ補助を実施し、地域防災活動に努める。会員数19名 84 125 ○ ○ ○

55 消防交通課
道路反射鏡設
置事業

　行政区の要望をとりまとめ、見通しの悪い交差点や通学路等の危険箇所にカー
ブミラーを設置し、通行の安全確保を図る。

864 764 ○ ○ ○

56 消防交通課
防犯カメラ維持
管理事業

　H28～R5までに設置された45基の防犯カメラについて、適正な維持管理を行い、
安定運用を図る。
　定期的な動作確認及び清掃等を行うことで、機器の長寿命化を図るとともに、故
障を発見した際には速やかに修繕を行う。

700 0 ○ ○ ○

57 消防交通課
防犯灯ＬＥＤ化
事業

　行政区等の要望に応じて、通学路や危険箇所等の必要箇所にＬＥＤ防犯灯を設
置するとともに、管理台帳システムによる設備の維持管理を行う。

725 71 ○ ○ ○

58 消防交通課
自転車用ヘル
メット購入助成
事業

　自転車を利用する児童生徒等及び高齢者に対し、自転車用ヘルメットの購入に
要する費用の一部を助成（購入費用の半額・上限2,000円）することにより、ヘルメッ
ト着用の促進を図る。

100 0 ○ ○ ○

59 消防交通課 消防団員報酬
　消防団員の処遇改善を図るため、出動、訓練その他活動の実態に応じた適切な
報酬が支給できるよう処置を講じる。

17,226 0 ○

60 消防交通課
行政区防犯カメ
ラ設置に関する
補助事業

　安全で安心なまちづくりを推進するため、自主防犯活動の補完として、新たに防
犯カメラ等を設置する行政区に対し、その設置費用を補助する。
　令和２年度にも同様の事業を実施し、ほぼ全行政区に防犯カメラを設置済みであ
るが、議員要望、行政区長アンケート調査の結果を受け、再度実施するものであ
る。

5,250 0 ○ ○ ○
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61 消防交通課

茨城県防災情
報ネットワーク
システム更新事
業

　災害発生時に、市町村において町内の被害等の状況を把握し、かつ県や国に報
告するにあたり、必要な災害支援対策を検討・実施するもの。

13,800 0 ○ ○ ○

62 消防交通課

全国瞬時警報
システム(Jア
ラート)専用受信
設備(アンテナ)
設置事業

　現在は茨城県防災情報ネットワークシステム(以下県防システム)用のアンテナで
Jアラート情報の受信も受信できているが、消防庁から令和７年度更新予定の次期
県防システムとJアラート受信設備を分離が望ましい旨通達があったため、専用の
受信設備（パラボラアンテナ）を設置するもの。

1,700 0 ○ ○ ○

63 消防交通課
操法大会時テン
ト設置事業

　これまで、団員協力のもとおこなってきた操法大会出場に伴う会場準備につい
て、消防団員の負担軽減のため設営業者に委託するもの。
操法大会出場時の来賓関係者及び団員が利用するテント及び椅子、机の設置、
撤去。

145 0 ○

64 消防交通課
防火貯水槽撤
去工事

　既存の防火貯水槽について、無償で借地をしている状況であり、地権者などから
撤去が要求されているため、これを実施するものである。

5,000 0 ○

65 税務課

町税徴収事業
（預金照会事業
（ピピットリン
ク））

　滞納者の預金資産照会のスピード化及びペーパーレス化のために導入するもの
である。
現行郵送でのやり取りのため金融機関は２週間程度、ゆうちょ銀行については、３
か月程度かかっている預金照会を３日程度で回答を確認できる。

792 0 ○ ○

66 税務課
町税賦課事業
（評価替適正化
事業）

　12-3-7標準地鑑定評価委託料：不動産鑑定士に、町内109地点の標準地におけ
る資料の収集・整理及び現地調査等鑑定評価の委託
　12-3-11写真図データ変換及び家屋番号照合業務委託料：茨城県GIS事業で作
成された写真図データを、固定資産課税台帳支援システムへの変換委託

2,585 737 ○ ○

67 税務課

税行政総務事
業（会計年度任
用職員の賃金・
社会保険料等）

　申告相談から課税までの期間に会計年度任用職員の勤務が必要となる日数や
賃金上昇分に合わせて要望するもの。

1,814 0 ○ ○

68 税務課

町税賦課事業
（地方税電子申
告支援サービス
個人住民税申
告電子化）

　地方税共通納税システム税目拡大におけるシステム整備事業である。現行実施
している電子申請及び納税税目を拡大し、申告・申請・納税の手続き事務の軽減
のために義務化された。電子申請等の拡大により、住民税申告書の電子申告が可
能になる。

1,430 0 ○ ○

69 税務課
町税賦課事業
（申告予約シス
テムの導入）

　オンライン予約システムを利用することで、住民は24時間いつでも申告の予約を
行うことが可能となり、確認や変更も行えるようになる。

228 0 ○ ○

70 税務課
町税賦課事業
（家屋評価シス
テム更新）

　家屋評価システム（HOUSAS）が令和7年6月に60ヶ月の満了を迎えるため更新す
るもの。

1,870 0 ○ ○
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71 戸籍住民課
標準化に伴う戸
籍システム改修
事業

　令和3年9月1日に標準化法が施行され、システムの標準化を進めることとなっ
た。戸籍情報システム及び戸籍附票システムの標準準拠システム以外にも、関連
するシステムとして人口動態調査票の作成に関する事務も対象となるため、これら
に伴うシステムの改修を実施する。

10,054 0 ○

72 戸籍住民課
かんたん窓口シ
ステム事業

　かんたん窓口システムを使用して、来庁した町民が、マイナンバーカード、免許証
等の情報を読み取って申請書等への記入を省く「書かない窓口」を実施する。職員
が申請書等に必要なことを聞き取りし補助するため、氏名や住所、生年月日を自
書することなく容易に申請書の作成ができる。

776 0 ○

73 戸籍住民課
戸籍の振り仮名
通知に係る事業

　住基ネットのふりがな情報を仮の振り仮名情報として、戸籍の附票システムに取
り込み、その後この仮の振り仮名情報を戸籍情報システムに登録し、戸籍情報連
携システムに送信することによりデータを作成する。作成したデータにより、令和7
年5月に予定されている第三号施行日以降遅滞なく、その時点で戸籍に記載され
ている者に対し、本籍地から仮の振り仮名を記載したハガキで本籍人宛に通知す
る。

4,486 0 ○

74 戸籍住民課
戸籍システムコ
ンピューター賃
貸借事業

　令和3年2月からクラウド型システムを導入している。戸籍システム一式リースに
ついては、現在の長期契約が令和8年1月末で終了する。そのため、改めて令和8
年2月1日から5年間の長期契約を締結し、証明書発行のみでなく、戸籍事務内連
携や現在進めている標準化、振り仮名通知関係の業務にも対応できるものとす
る。

4,739 5,267 ○

75 戸籍住民課

マイナ・アシスト
2リース事業（マ
イナンバーカー
ドオンライン申
請補助端末）

　マイナンバーカードのオンライン申請に特化したタブレット端末であり、インター
ネット回線と個人番号カード交付申請書ID（QRコード）があれば庁舎外での出張受
付もできる。申請書IDの読み取りから、顔写真の撮影、申請内容の確認をワンス
トップでサポートしその場で申請が完了する。「マイナ・アシスト」は導入より５年経
過によりタブレット本体ごと買い変え、またはリース契約より継続が可能。令和７年
６月３０日で５年経過となる。

254 0 ○

76 戸籍住民課

戸籍振り仮名職
権記載機能戸
籍情報システム
改修事業

　氏名の振り仮名は、第3号施行日（令和7年5月下旬予定）以降、振り仮名の届出
により戸籍に記録される。戸籍への氏名の振り仮名の記録については、まず国民
に対して戸籍に記録される仮の振り仮名を通知する。その後、第3号施行日から1
年を経過した日までに振り仮名の届出がされなかった戸籍には、仮の振り仮名に
基づき氏名の振り仮名を職権記載する。

682 0 ○

77 環境対策課
ごみ減量化促
進対策事業

　ごみ減量化対策として、町民誰もが資源ごみ分別回収に参加できるよう減量化
や資源化に向けて積極的な取組みを行う。具体的には住民に対し、世帯人員に応
じたごみ袋の配布と、分別ルールやリサイクル化を推進するための啓発チラシ等を
作成し、環境意識を高めていく。

15,792 13,481 ○ ○ ○ ○

78 環境対策課
西山浄水場修
繕事業

　西山浄水場の施設老朽化（昭和59年度給水開始）に対し、各種機械設備の修繕
を行い、安定した工業用水の供給を図る。

3,496 2,068 ○ ○ ○

79 環境対策課
八千代町ふれ
あい戸別収集
事業

　家庭ごみをごみ集積所に搬出することが困難である高齢者及び障がい者等のみ
で構成される世帯の生活環境の整備を支援するため、当該世帯の家庭ごみを町
が戸別に収集する。
　また、町内の教育・保育施設等に通う児童等が施設内で使用した紙おむつ等に
ついても回収する。

1,789 2,017 ○ ○ ○
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80 環境対策課
生ごみ自家処
理機購入補助
事業

　家庭の生ごみを堆肥化による土壌還元を促進し、収集ごみの減量及び住民の意
識高揚を図り、生活環境の向上を目的に、家庭用生ごみ処理機器の購入費用に
対して補助する。

215 76 ○ ○ ○ ○

81 環境対策課
新エネルギー等
普及促進事業

　地球温暖化対策の一環として、再生可能エネルギーの普及促進を図るため、家
庭用蓄電池を導入する世帯に対して補助する。
　EV車の普及を促進をするべく、民間事業者が役場敷地内に導入した急速充電器
の利用促進を図る。

1,088 811 ○ ○ ○

82 環境対策課
不法投棄防止
等指導員配置
事業

　不法投棄防止や野焼き等の防止指導を目的に、警察官OBを会計年度任用職員
として配置する。

4,103 0 ○ ○ ○

83 環境対策課
一般家庭ごみ
収集運搬事業

　令和6年4月から「家庭系ごみ集積所の設置及び管理に関する要綱」を定め、新
規ごみ集積所の設置を認めることとなった。そのため、ごみ収集箇所が増えること
により各種委託料を増額する。また、ペットボトルの回収について、7月～9月は特
にペットボトルのごみが多く集まるため、毎週回収することでごみ集積所の衛生環
境の改善を図る。

2,244 220 ○ ○ ○ ○ ○

84 環境対策課
ごみ集積所施
設整備事業

　ごみ集積所の施設整備（設置、移設、修繕及び改造）を行う設置団体に対して費
用の一部を補助する。

1,000 0 ○ ○ ○ ○ ○

85 環境対策課
八千代工業団
地揚水施設修
繕事業

　当揚水施設は、災害等により、八千代工業団地に立地する企業が用水の確保が
困難になった際のバックアップ用水として県の認可を受けている。
　本井戸の水質を維持するため、４年に１度程度の改修工事を行い、安定した水の
供給を図る。

2,090 0 ○ ○ ○

86 環境対策課
地球温暖化対
策事業

　エネルギー価格の高騰を踏まえ、省エネルギー性能の高い家電の購入又は買換
えに対する費用を補助する。

10,000 0 ○ ○ ○

87 国保年金課
特定健康診査・
特定保健指導
実施事業

　特定健康診査、特定保健指導（動機付け支援・積極的支援）、特定健診未受診者
対策事業を実施し、生活習慣病の発症と重症化を抑制し、医療費の適正化を図
る。

21,888 14,980 ○ ○

88 国保年金課
国民健康保険
健康づくり推進
事業

　健康教室（調理実習や運動教室、ロコモティブシンドローム予防教室、骨粗しょう
症教室等）、国保制度の趣旨普及・意識の啓発（医療費通知、ジェネリック医薬品
の普及啓発）、人間ドック（脳ドック）の助成、糖尿病性腎症重症化予防事業、生活
習慣病治療中断者及び健康異常値放置者受診勧奨を行い、健康寿命の延伸、医
療費の抑制・削減を図る。

15,304 13,320 ○ ○

89 国保年金課
医療福祉費助
成事業

　医療費の自己負担分の一部を助成する。 142,410 120,542 ○
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90 国保年金課
医療福祉費助
成事業（町拡充
分）

　医療費の自己負担分の一部を助成する。
　小児（中学生、高校生）の通院、及び、所得超過により、医療費助成の対象となら
ない方（小児・妊産婦）については、町単独事業により拡充して助成する。

22,000 14,855 ○

91 国保年金課
医療福祉費助
成事業（自己負
担分無料化）

　１８歳年度末までのこどもの入院及び外来自己負担分を助成する。 15,993 4,769 ○

92 福祉介護課
社会福祉協議
会運営事業

　社会福祉協議会運営費として職員の人件費の一部を負担する。 16,000 16,000 ○

93 福祉介護課
戦没者遺族援
護事業

　町と町遺族連合会の共催により、3年ごとに戦没者追悼式を実施し、その他の年
は、社会福祉協議会に委託して神社参拝を行なう。

750 631 ○

94 福祉介護課

境・八千代・五
霞 権利擁護地
域連携ネット
ワーク協議会

　八千代町成年後見制度利用促進基本計画に基づき、成年後見制度が必要な人
を支える仕組みである地域連携ネットワークを構築する。ネットワークの調整役で
ある中核機関を保健福祉部内に設置し、障がい者、高齢者においてそれぞれ相
談、広報等を実施する。また、課題の検討や、市民後見人の育成等を、八千代町・
境町・五霞町に合同で設置する協議会にて検討を行う。

150 26 ○

95 福祉介護課

基幹相談支援
センターにおけ
る相談支援事
業

　令和5年4月1日から、当町の農村環境改善センター内において、主に障害者を対
象とした相談支援事業や障害における困難ケースについて、委託により町と一緒
に業務を行う基幹相談支援センターを開設した。主に障害者に関する総合的な相
談窓口を担い、身体、知的、精神の3障害に対して、切れ目ない支援を実施する施
設とする。

11,680 10,620 ○

96 福祉介護課 自殺対策事業

　八千代町自殺対策計画の中の基本的な取り組みとして、住民の啓発と周知のた
めのパンフレットの作成・配布を行う。また、自殺対策を支える人材の育成として、
自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応を図ることができるための、「ゲート
キーパー」の養成講座を開催する。

66 3,234 ○

97 福祉介護課
軽度・中等度難
聴児補聴器購
入支援事業

　軽度・中等度の難聴児に対し、補聴器の購入費用の一部を補助する。両耳の聴
力レベルが30デジベル以上７０デジベル未満の18歳未満の児童が支給対象とな
る。

80 0 ○

98 福祉介護課
重度障害者住
宅リフォーム助
成事業

　身体障害者手帳所持者で1級、2級の下肢、または体幹機能障害者（児）、療育手
帳の総合判定Ⓐの知的障害者（児）等に対して、居住する住宅についてリフォーム
費用を補助する。

413 0 ○

99 福祉介護課
障害者スポーツ
事業

　八千代町身体障害者福祉協会が実施する、スポーツ大会のための補助金を交
付する。

50 0 ○
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100 福祉介護課
在宅心身障害
児福祉手当支
給事業

　障害者手帳の等級が1～3級、療育手帳Ⓐ、A、B程度で、在宅の障がい児を療育
している保護者に対して手当を支給する。
(支給額)
特児1級　3,000円（月額）
特児2級　1,500円（月額）

1,044 812 ○

101 福祉介護課
福祉タクシー利
用料金助成事
業（障害者）

　町内に住所を有し、身障手帳1～3級、療育手帳Ⓐ、A、精神手帳1,2級の所持者
で、自動車税が減免されていない方を対象に、年間72回分の利用券を発行する。
　（1枚につき500円を助成し、1回の乗車につき最大6枚(3,000円)まで助成する。）

138 18 ○

102 福祉介護課
難病患者に対
する見舞金支給
事業

　難病患者に月3,600円を半年毎に支払い、難病患者の心身の安定に寄与し、か
つ福祉の増進を図る。

6,480 5,246 ○

103 福祉介護課
障害者医療費
支援事業

　在宅および入院中の障害者、障害児の医療費の一部を公費にて負担する。更正
医療については、18歳以上で身体障害者手帳の交付を受けている場合に対象と
なる。育成医療については、手帳の有無は問わず障害児のみ対象となる。

6,360 5,506 ○

104 福祉介護課
障害者地域生
活支援事業

　地域活動センターの運営補助金や日常生活用具および日中一時支援等にかか
る費用を給付する。

19,121 10,939 ○

105 福祉介護課
障害児自立支
援事業

　障害児が自宅や地域社会で自立した生活をサポートするために、外出を支援す
るための訪問系サービスや就労を支援するための訓練系サービス、昼間の活動を
支援するための日中活動系サービスなどにわけられている。自己負担分をのぞい
た介護給付分、訓練等給付分について公費にて支払う。

114,020 97,039 ○

106 福祉介護課
障害者自立支
援事業

　障害者が自宅や地域社会で自立した生活をサポートするために、外出を支援す
るための訪問系サービスや就労を支援するための訓練系サービス、昼間の活動を
支援するための日中活動系サービスなどにわけられている。自己負担分をのぞい
た介護給付分、訓練等給付分について公費にて支払う。

606,302 528,799 ○

107 福祉介護課
老人クラブ活動
助成事業

　老人クラブ活動基盤の充実を図るため、単位老人クラブ（6団体）と、老人クラブ連
合会に対して補助金を交付する。

437 186 ○ ○

108 福祉介護課
在宅高齢者等
介護用品購入
費助成事業

　身体上又は精神上の障害のため、介護用品を使用している在宅高齢者等に年4
回助成券を発行し、町内で販売している登録店を通じて介護用品と引き換える。
　助成券の額面は、1人月額4,000円とする。

960 824 ○ ○

109 福祉介護課
ひとり暮らし高
齢者等緊急通
報システム事業

　65歳以上のひとり暮らし高齢者、日中独居になる高齢者や、緊急時に対応できな
い高齢者のみの世帯で、急病や災害などの緊急時に、簡単な操作で緊急事態を
自動的に受信センターに通報できる装置を設置することにより、適切な対応を図
る。

1,694 918 ○ ○
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110 福祉介護課
ひとり暮らし老
人愛の定期便
事業

　民生委員が閉じこもりがちで見守りが必要と判断された担当地区のひとり暮らし
高齢者の自宅を定期的に訪問し、乳製品等を配布して、安否を確認をする。

576 402 ○ ○

111 福祉介護課
ボランティアセン
ター活動事業

　社会福祉への理解と関心を高め、ボランティア活動の実践、社会連帯の精神を
養成、地域社会の啓発を図るため、社会福祉協議会が行っている事業へ補助す
る。

608 608 ○ ○

112 福祉介護課
福祉タクシー利
用料金助成事
業（高齢者）

　町内に住所を有し、障害者及び65歳以上の単身世帯並びに75歳以上の高齢者
のみの世帯で自動車税が減免されていない方を対象に、年間72回分の利用券を
発行する。
　（1枚につき500円を助成し、1回の乗車につき最大6枚(3,000円)まで助成する。）

1,250 146 ○ ○

113 福祉介護課
シルバー人材セ
ンター事務事業

　概ね６０歳以上の会員登録した高齢者が、請負・委任の形式で臨時的・短期的ま
たは軽易な業務を行う。当町は下妻地方広域の八千代地区センターとして実施し
ている。

5,054 4,563 ○ ○

114 福祉介護課
高齢者施設入
所措置事業

　生活が困窮した身寄りのない高齢者や、家庭において虐待を受けている高齢者
を保護し、健全な生活が送れるよう、利根老人ホーム等に入所措置する。

7,044 5,432 ○ ○

115 福祉介護課
高齢者生きがい
対策事業

　敬老の日前後に行われる各地区の老人クラブ芸能の集いに対して補助をする。 279 202 ○ ○

116 福祉介護課

八千代町高齢
者運転免許自
主返納支援事
業

　町内に住所を有し、運転免許を自主返納した満６５歳以上で町税等を完納してい
る高齢者に対し、デマンド交通の利用券30枚（9,000円分）を、申請により1回限り交
付する。

315 153 ○ ○

117 福祉介護課
移動スーパー運
行事業

　（株）カスミとの包括連携協定の高齢者支援に関する部分に基づき、R3.6.28より
運行開始となった。現在、町内48ヶ所の販売場所において、軽車両による移動販
売を実施している。実施は（株）カスミに委託している。

2,000 2,000 ○ ○

118 福祉介護課

社会福祉法人
等による利用者
負担軽減補助
事業

　生活困窮者や生活保護受給者に対し、介護保険サービスを行う社会福祉法人等
が介護保険サービスの利用者負担を減免することにより、介護保険サービスの利
用促進を図る。町は事業者が減免した分の一部を助成する。

50 0 ○ ○

119 福祉介護課
敬老祝品贈呈
事業

　敬老週間に合わせて、町内在住の高齢者の長寿を祝うため社会福祉協議会で
実施している事業で、年度内に88歳に到達する方に2,000円、100歳に到達する方
に10,000円、101歳以上の方に5,000円とそれぞれに紅白饅頭を贈呈している。
　令和5年度より、88歳に到達する方に対し、町より1人当り3,000円を補助し、合計
額を5,000円に増額する。

435 375 ○
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120 福祉介護課

介護保険事業
計画・高齢者福
祉計画作成事
業

　3年ごとに介護保険事業計画を見直し、介護保険料の基準額を策定するととも
に、介護給付等サービス提供体制の確保と地域支援事業の計画的な実施に取り
組み、地域包括ケアシステムを構築・推進していく。

2,090 2,457 ○ ○

121 福祉介護課
介護予防・生活
支援サービス事
業

　居宅要支援被保険者等の社会参加、介護予防及び自立した日常生活のための
ニーズに対応するため、介護サービス事業者等が提供する専門的なサービスに加
え、地域住民の主体的な活動や高齢者の日常生活と密接に関わる地域の多様な
主体による支援等の多様なサービス・活動による支援を行う。

31,950 29,429 ○ ○ ○ ○

122 福祉介護課
高齢者交流サ
ロン運営事業

　一般介護予防事業として地域の高齢者が社会的に孤立することなく、高齢者の
誰もが気軽に集い、高齢者の生きがいと健康づくり、社会的参加の促進を目的と
し、交流サロンの運営委託を行う。

1,680 910 ○ ○ ○ ○ ○

123 福祉介護課
介護支援ボラン
ティア事業

　町が指定した町内の介護事業所でボランティア活動し、活動時間に応じて獲得し
たポイントを換金する。
　ポイントは１ポイント１００円、上限5,000円まで交付する。

180 90 ○ ○

124 福祉介護課
介護予防ケアマ
ネジメント事業

　要支援者・事業対象者についてアセスメントし、状況に合った適切な支援サービ
スやインフォーマルサービスを組み合わせた支援計画書作成を居宅介護支援事
業所に委託する。

4,822 2,997 ○

125 福祉介護課
元気はつらつ健
康塾（一般介護
予防事業）

　要介護・要支援・事業対象者認定を受けていない高齢者を対象に、介護予防を
目的として、健康づくり企業の「Magi」に委託し、基本週1回、全15回の運動教室を、
年間2クール開催する。1回当たりの時間は90分以上。

506 473 ○

126 福祉介護課

介護者交流サ
ロン事業（家族
介護教室委託
料）

　介護事業所と委託契約し、町内の介護支援専門員が中心となり、地域の介護者
家族等へ在宅介護に関する正しい介護知識や技術、介護保険制度などについて
の講話、介護相談や交流の場を提供する。

84 28 ○

127 福祉介護課 権利擁護事業
　成年後見制度を活用しやすくするため、利用促進基本計画を策定するとともに、
身寄りのない高齢者に対して、町が本人に代わって成年後見の申し立てを行う。さ
らに後見人報酬等費用負担が困難な場合にはその費用を助成する。

916 240 ○

128 福祉介護課
地域ケア会議推
進事業

　高齢者が要介護状態になっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けるた
め、自立支援に向けたケアマネジメントが展開できるよう医療・介護に関わる多職
種や関係機関等で検討を行い、地域のネットワーク構築、地域課題の把握に努め
解決策を検討する。

210 49 ○ ○

129 福祉介護課
在宅医療・介護
連携推進事業

　ア）医療・介護両方を必要とする高齢者の把握、イ）課題の抽出と対応策の検討、
ウ）切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築、エ）医療・介護関係者の情
報共有支援、オ）在宅医療・介護の相談支援、カ）関係者の研修、キ）住民への普
及啓発、ク）関係市町の連携

365 98 ○ ○
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130 福祉介護課
認知症施策事
業

　超高齢化社会により認知症の方が増える中で、認知症になっても安心して暮らせ
るよう、認知症後援会の実施や認知症月間に地域住民向けに認知症の啓発活動
を行う。また、地域の見守り体制を構築できるよう、2025年までにチームオレンジの
立ち上げを目指し、認知症サポーター養成講座修了者を対象にステップアップ講
座を実施。より本人・家族・一般住民の意識のバリアフリー化を進める。

1,243 558 ○ ○

131 福祉介護課
生活支援体制
整備事業（みら
い八千代）

　地域住民・NPOやボランティア、民間事業者など多様な主体による地域を支える
仕組みづくりをするため、生活支援コーディネーター（SC）を配置して、地域に不足
するサービスの創出やサービスの担い手等の育成・支援を行う。地域の課題や資
源の把握等を行う協議体を設置し、高齢者の生活を支援するために不足するサー
ビスの創出を行う。

141 8 ○ ○

132 福祉介護課
一般介護予防
事業

　前期高齢者を対象とした、運動強度の高い運動を取り入れた介護予防教室を開
催し、内容に認知症サポーター養成講座などボランティア育成の要素を取り入れ、
ボランティア育成も兼ねた教室とする。今後参加者は買い物代行やゴミ出しなどの
ボランティアや居住地区でのサロン開催などを主導的に行う人材へと育成してい
く。

778 262 ○

133 福祉介護課
生活支援体制
整備事業（委託
料）

　日常生活圏域ごとに「SC:生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）」と
「協議体」を配置して、地域住民の「互助」による助け合い活動を推進することで、
地域全体で高齢者の生活を支える体制づくりを進めるもの。

3,200 1,652 ○ ○

134 福祉介護課
福祉総合システ
ム（WEL＋）事業

　国による自治体システム標準化に伴い、現在の障害者福祉総合システム
（SWAN）が、国が定めた標準仕様書に準拠したシステムであるWEL＋に変更とな
る。

3,498 0 ○ ○

135 福祉介護課
介護保険係公
用車購入事業

　要介護認定のための訪問調査で主に使用している（令和５年度実績：1,075件）。
入院中の病院や入所している施設でも調査を行うため、町外へ行くことも多い。2台
あるが両方とも平成16年の登録であり、劣化が激しい。

1,513 0 ○ ○ ○ ○

136 福祉介護課
パソコン・カラー
複合機リース

　地域包括支援センター業務支援システムを運営するため
・パソコン・複合機のリース

597 0 ○ ○

137 福祉介護課
障害者総合支
援システム改修
業務委託

　障害者総合支援法に基づく障害福祉サービスにおける報酬請求システムのサー
ビスコード修正に伴うシステム改修

330 0 ○

138
こども家庭
課

放課後児童クラ
ブ事業

　【放課後児童健全育成事業】　労働等により保護者が昼間家庭にいない小学生
において、放課後や週末等に、適切な遊び及び生活の場を提供する。
　【放課後児童クラブ運営費助成事業】　放課後児童クラブを運営する施設では、
利用者の増や支援員の確保等に対応するため、業務量が増大している。従事する
職員等の雇用に要する費用の助成を行う。

44,051 38,278 ○ ○

139
こども家庭
課

延長保育事業
　通常保育の時間を超える保育需要への対応を図るため、保育認定を受けた子ど
もについて、認定こども園、保育所等で通常の利用日及び利用時間帯以外の保育
を実施する。

5,002 2,303 ○
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140
こども家庭
課

病後児保育事
業

 児童が病気の回復期で集団保育が困難な場合、保育所内の専用スペースで一時
的な保育や緊急な対応を行う。

1,000 0 ○ ○

141
こども家庭
課

地域子育て支
援拠点事業

　保育所等の地域の身近な場所において、子育て中の親子の交流を行う場所を開
設し、育児相談、情報提供、助言を行う。

7,728 7,728 ○

142
こども家庭
課

一時預かり事業
　認定こども園、幼稚園において教育時間の前後や土曜・日曜・長期休業期間中
なでに、在園児を対象に保育（教育活動）を実施する。

6,500 2,104 ○ ○

143
こども家庭
課

乳児等保育事
業

　保育所に対して、乳児等の保育にあたる非常勤保育士の雇用を要する費用を、
月初日の1歳児の児童数に応じて支弁する。

4,200 3,145 ○ ○

144
こども家庭
課

教育・保育施設
運営研究事業

　教育・保育条件の質の向上を図るため、町内の教育・保育施設に対して補助金を
交付する。

7,200 7,054 ○ ○

145
こども家庭
課

多子世帯保育
料軽減事業

　同一世帯2人目以降、3歳未満児の利用者負担額を無償化する。２人目以降につ
いては第４階層の一部～第8階層の児童の利用者負担額を無償化する。  R５年度
から町独自に2人目利用者負担額を助成し、実質２人目以降が保育料無償となる。

23,800 20,835 ○ ○ ○

146
こども家庭
課

出産子育て奨
励金支給事業

　第2子以上の子どもを出産した家庭に対して、出産子育て奨励金を支給する。
H26年4月1日以降に第3子以上を出産し、1年以上在住、18歳未満の子ども2人以
上養育者に、総額30万（0歳：10万　3歳：10万円　小1：10万円）を支給。平成31年4
月1日以降は、対象児童を第2子以上（第2子総額20万円（０歳：5万円　３歳：5万円
小１：10万円）に拡充。R4.3.31までに生まれた子が対象。

5,900 7,050 ○ ○

147
こども家庭
課

出産お祝い金
支給事業

　次代を担う子の誕生を町全体で祝福し、子育て家庭の経済的負担の軽減を図る
ため、令和4年4月1日以降に出生した、親が町内1年以上在住で出生から１年未満
の子に対し祝金を支給する。第1子及び第2子に20万円、第3子以降に30万円を支
給する。

16,000 16,200 ○ ○

148
こども家庭
課

ひとり親家庭等
放課後児童クラ
ブ利用料助成
事業

　ひとり親（児童扶養手当全部支給）の家庭に、放課後児童クラブ利用料月額5,000
円を限度に助成する。

840 540 ○ ○ ○

149
こども家庭
課

子ども・子育て
支援教育・保育
給付

　認定こども園、幼稚園、保育所に対して、保育の必要性の区分と年齢区分ごとに
定められた公定価格に応じた施設型給付を給付する。個人への給付を施設が代
理受領する。

618,271 618,268 ○
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150
こども家庭
課

障害児保育事
業

　集団保育が可能な、日々通所できる障害児を預かる民間保育所等に補助する。
（重度）…特別児童扶養手当対象児童
（軽度）…特別児童扶養手当対象外の児童

3,840 1,880 ○ ○

151
こども家庭
課

児童手当支給
事業

　高校生以下の児童を養育している家庭に、児童手当を支給する。月額　3歳未満
15,000円、３才～小学校修了前（第１子、２子）10,000円、３才～小学校修了前（第３
子以降）15,000円、中高生10,000円。R6年12月分から対象が高校生までに引き上
げられ、第３子以降が30,000円に増額された。

398,400 273,480 ○ ○

152
こども家庭
課

保育体制強化
事業

　保育所、幼保連携型認定こども園が保育支援者を配置する場合、その費用の一
部を支弁する。 3,600 1,200 ○

153
こども家庭
課

保育補助者雇
上げ強化事業

　保育所、幼保連携型認定こども園が保育支援者を配置する場合、その費用の一
部を支弁する。

9,352 4,488 ○

154
こども家庭
課

子育てのための
施設等利用給
付

　令和元年10月より幼児教育・保育の無償化が開始されたが、預かり保育事業（在
園児対象）、一時預かり事業（在園児外対象）、病後児保育事業等の事業も対象と
なるため、その費用を給付する。

2,600 1,919 ○

155
こども家庭
課

施設型給付費
業務効率化事
業

　子ども子育て支援法に基づく施設型給付費の給付事務について、データベース
を構築し、保育施設とオンラインによる情報連携をすることで、業務効率化による
長時間労働の改善および保育の質の向上を図り、保育業務のワンスオンリー化と
同時に施設運営の「見える化」を進める。

2,200 0 ○

156
こども家庭
課

ひとり親世帯助
成事業

　児童扶養手当の認定を受けているひとり親世帯に対して、生理用品や衛生用
品、食料品の無償配布を行う。

430 399 ○ ○ ○

157
こども家庭
課

児童虐待防止
対策事業

　児童相談に対応する専門職員を雇用し、相談対応及び児童虐待通告に対する
安全確認を行う。また、要保護児童等を適切に支援する。

3,539 2,720 ○

158
こども家庭
課

母子保健事業
　母子保健に関する事業を実施する。（妊婦乳児検診委託、ぴよぴよクラブ（離乳
食教室）、すくすくクラブ、のびのびプレイルーム　乳児健康診査、歯科保健、思春
期保健、食育の推進、低体重出生訪問、乳児家庭全戸訪問、産婦健康診査等）

20,731 9,962 ○

159
こども家庭
課

療育支援事業

　乳幼児健診から発達の遅れが疑わしい児に対して、早期に専門家が介入するこ
とにより、児の発達を促し、保護者の不安軽減に努めるとともに、保育施設との連
携を図る。
・個別療育及び集団療育
・町内保育園、幼稚園等の巡回相談

1,001 447 ○
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160
こども家庭
課

養育支援事業

　八千代町要保護児童対策地域協議会により支援が必要とされる家庭に対し、保
健師等による技術的支援及びホームヘルパー等による直接的な支援を行うもの。
　また、子育て短期支援事業（ショートステイ）は、保護者の疾病や育児疲れ、出
産、看護、事故等により、一時的にこどもを児童養護施設等で預かる事業（新規）。

334 0 ○ ○ ○

161
こども家庭
課

妊婦のための
支援給付交付
金（旧出産・子
育て応援交付
金）

　保健師が妊産婦と面談をすることで、妊娠から出産までの切れ目のない支援を
する妊婦等包括相談支援事業と、経済的支援（妊娠認定後50,000円、及び妊娠し
ている子どもの人数（流産・死産も含む）×50,000円）を一体的に行うもの。

12,936 8,711 ○ ○ ○

162
こども家庭
課

子育て交流サロ
ン管理事業

　八千代町子育て交流サロンの運営・管理 1,038 0 ○

163
こども家庭
課

健康管理システ
ム改修業務

　令和７年６月データ標準レイアウト改版に伴う健康管理システム改修業務 638 0 ○

164
こども家庭
課

赤ちゃん用品購
入助成事業

　１歳未満児の保護者の経済的負担軽減を目的としてクーポン券を交付する。 2,200 0 ○

165
こども家庭
課

チャイルドシー
ト、ジュニアシー
ト購入費助成事
業

　子育て世帯の経済的支援及び、乳幼児の交通死傷事故防止のため、チャイルド
ｼｰﾄ、ジュニアｼｰﾄの購入費の一部を助成する。

6,400 0 ○

166
こども家庭
課

出産・子育て応
援給付金事業
R7経過措置分

　R7「妊婦のための支援給付金」移行に伴い、「出産・子育て応援給付金」の経過
措置分

1,450 0 ○ ○

167
こども家庭
課

1か月児健康診
査費助成事業

　1か月児健診費用助成を行うことにより、利用者の経済的負担軽減を図るほか、
受診率を向上させること、虐待の予防や早期発見につなげることも期待できる。

540 0 ○ ○

168 健康増進課 予防接種事業 　定期接種 「Ａ類疾病」「Ｂ類疾病」、任意接種の予防接種を実施する。 115,072 44,116 ○

169 健康増進課 成人検診事業 　成人各種検診事業及び健康教育事業を実施する。 33,484 23,034 ○
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170 健康増進課
健康づくり推進
事業

　健康づくり事業を実施する。
114 69 ○

171 健康増進課
診療所電子カル
テ更新

　西南医療ｾﾝﾀｰ病院附属八千代診療所の電子カルテの更新 10,120 0 ○

172 健康増進課 複合機リース 　資料の印刷、PDF作成、FAXの送受信 286 213 ○ ○

173 健康増進課
健康増進計画・
食育推進計画
策定事業

　各市町ごとの「健康増進・食育推進計画」が策定してある状況の中で、平成27年
に作成した「八千代町健康増進・食育推進計画」の期間が令和７年度までとなって
いる為、その後の計画を策定する。
　この計画は、健康増進法（平成14年法律第103号）第８条２項及び食育基本法
（平成17年法律第63号）第18条の規定に基づき策定する計画である。

4,785 0 ○

174 健康増進課
家庭訪問用公
用車購入

　公用車新規購入 1,471 0 ○ ○

175 健康増進課
健康管理システ
ム改修業務委
託（成人検診）

　子宮頸がんにHPV検査が導入されることによる、令和7年度6月データ標準レイア
ウト改版に伴う健康管理システム改修業務

550 0 ○

176 健康増進課
健康管理システ
ム改修業務委
託（予防接種）

　新型コロナウィルス予防接種が定期接種となったことによる、令和7年度6月デー
タ標準レイアウト改版に伴う健康管理システム改修業務

594 0 ○

177 農政課
農業後継者対
策事業

　若い世代に対する就農相談会、結婚相談員による結婚支援活動、後継者などの
縁組成立の仲介人に対する報奨金支給を実施する。また、将来の担い手である児
童・生徒の農業に対する理解を深めるため、各小中学校の学校農園への助成及
び教育講演会、小学校低学年の児童親子を対象とした「子どもチャレンジ農業体
験事業」を実施する。

440 340 ○ ○ ○ ○ ○ ○

178 農政課
農地集積推進
事業

　持続的な農業の振興を目的として、人・農地プランの推進など地域での話合いに
基づく取組により、農地中間管理機構を通した農地の貸借による農地の集積を
図っていく。

9,600 0 ○ ○ ○ ○ ○

179 農政課
農業経営収入
保険制度加入
促進助成事業

　農業共済組合を保険者とする収入保険制度への加入促進及び農業者負担の軽
減を目的として、加入者に対する支援（掛捨て保険料に対し上限5万円を支援）及
び加入条件である青色申告への切替者に対する支援（3万円）を行う。

6,990 5,059 ○ ○ ○ ○ ○
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180 農政課
新規就農者育
成総合対策事
業

　農業への人材の一層の呼び込みと定着を図るため、経営発展のための機械・施
設等の導入を支援するとともに、経営開始時の早期の経営確立を支援する。

10,500 2,250 ○ ○ ○ ○ ○

181 農政課
狩猟免許等取
得助成事業

　地域の有害鳥獣による農作物被害の防止を目的として、有害鳥獣捕獲に必要な
狩猟免許等の取得に要する経費の一部を助成し、有害鳥獣捕獲の担い手確保を
図る。

300 0 ○ ○ ○

182 農政課
経営継承・発展
等支援事業

　人・農地プランに位置付けられた経営体等の経営を継承し発展させる、販路の拡
大や新品種の導入、営農の省力化などの取組に対し支援する。

2,000 0 ○ ○ ○ ○ ○

183 農政課
災害に強い果
樹産地育成支
援事業

　近年、台風などの大規模災害のほか、記録的な集中豪雨や突風、降雹など、局
所的であるが大きな農業被害が多発している。こういった自然災害や鳥獣による
食害を未然に防止し、災害に強い果樹産地づくりを推進するため、町内農業者が
実施する防災・減災に資する農業施設の整備に要する経費の一部を支援する。

1,500 1,340 ○ ○ ○ ○ ○ ○

184 農政課
農業振興地域
整備計画変更
業務

　「農業振興地域の整備に関する法律」に基づき、優良農地の保全および農業振
興のための各種施策の計画的な実施について策定した計画の見直しを行うため、
農用地利用計画、農業生産基盤の整備開発計画、農業近代化施設の整備計画、
農業従事者の安定的な就業の促進計画等を改めることにより、町の農業振興を図
る。

4,120 0 ○ ○ ○ ○ ○

185 農政課
認定農業者育
成確保資金利
子助成事業

　農業近代化資金やスーパーL資金を活用して、認定農業者が農業経営改善計画
を達成するために利子助成する。

100 0 ○ ○ ○ ○ ○

186 農政課
外来生物駆除
事業

　年々増加する外来生物であるアライグマやハクビシンによる農作物被害の防止
を目的として、捕獲と殺処分の委託を行う。

4,268 0 ○ ○ ○ ○

187 農政課
強い農業・担い
手づくり総合支
援事業

　中心経営体等が融資を受け、農業用機械を導入する際、融資残について補助金
を交付する。

18,000 0 ○ ○ ○ ○ ○

188 農政課
緑肥作物導入
促進事業（化学
肥料低減対策）

　化学肥料の低減や良質な土づくり、連作障害の回避等に向けて、緑肥作物を作
付けする町内の販売農家に対して、緑肥作物の種子購入代金の一部を支援し、地
域資源を活用した低コストで環境にやさしい農業を推進する。
　また、農地耕作条件改善事業で整備した農地において、肥料軽減及び農村地域
の景観向上を図る。
※推奨品目：ヒマワリ（小麦や春～秋冬の露地野菜の農閑期への対応品目及び景
観美化の向上）

1,250 0 ○ ○
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189 農政課

県営農村地域
防災減災事業
山川沼地区（県
営湛水防除事
業）

　受益面積　280ha（八千代町：191ha）
・事業量　　 機場工（ポンプ施設1基），排水路護岸工 15,520 8,020 ○ ○ ○ ○ ○

190 農政課
県営地盤沈下
対策事業　南総
上流２期地区

　受益面積　470ha
・事業量　　 機場工10箇所，用水路工435ha
　　　　　　　　排水路工6,791m，橋梁工6箇所

4,500 750 ○ ○ ○ ○ ○

191 農政課
県営畑地帯総
合整備事業　若
地区

　受益面積　57ha
・区画整理，農業用用排水整備，農道整備

21,250 35,200 ○ ○ ○ ○ ○

192 農政課

南総土地改良
区内排水路（栗
山排水路）改修
事業負担金

　排水路改修工事延長  L=77.5m
・排水路護岸工  L=47.0m
・法面整形工　　 L=30.5m
・伏越補修工      A=595㎡

1,268 2,353 ○ ○ ○ ○ ○

193 農政課
八千代町土地
改良事業補助
事業

　土地改良区等が事業主体となり、管理している区域において実施する農業水利
施設の改修等の土地改良事業に対し、補助金交付要項の定めるところにより、事
業に要する経費の一部について補助金を交付する。

9,769 7,509 ○ ○ ○ ○ ○

194 農政課

多面的機能支
払交付金（農地
維持支払、資源
向上支払[共同
活動・長寿命
化]）

　農地維持支払
・多面的機能を支える共同活動
　資源向上支払（共同活動，長寿命化）
・地域資源の質的向上を図る共同活動及び水路・農道等
・施設の補修・更新等、長寿命化のための活動

49,520 44,929 ○ ○ ○ ○ ○

195 農政課

農業水路等長
寿命化・防災減
災事業（太田地
区）

　コルゲート管陥没による排水路改修工事　　L=90m 132,000 0 ○ ○ ○ ○ ○

196 農政課
農村地域防災
減災事業　飯沼
第1機場地区

　施設の補修更新 646 0 ○ ○ ○ ○ ○

197 農政課
農業生産基盤
整備事業（防災
減災施設型）

・変圧器改修工事 2,850 0 ○ ○ ○ ○ ○

198 産業振興課
農林航空防除
事業

　病害虫による米の被害防止、高品質米の生産向上、労働力の軽減を目的とし
て、年1回、無人ヘリによる航空防除を実施する。
　また、航空防除を実施する圃場に2回目の防除を各自で実施する場合、面積に
応じて補助金を交付する。

4,570 800 ○ ○ ○ ○ ○
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199 産業振興課
森林病害虫対
策事業

　町内に残された平地林の保全を目的として、グリーンビレッジなどの公共施設内
の樹木においてナラ枯れなどの病害虫が発生した際に、伐倒・燻蒸など適切な処
分を行い、被害拡大を防ぐ。

1,600 0 ○ ○

200 産業振興課
農業用廃プラス
チック適正処理
推進事業

　農業用塩化ビニール及び農業用ポリエチレンの回収を行う。 11,968 9,230 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

201 産業振興課
八千代町農産
物ブランド力強
化支援事業

　八千代町の活性化を図ることを目的とし、地場産農産物を使用した加工品の開
発等の取り組みを行う意欲ある生産者や事業者に対し助成を行う。

1,000 500 ○ ○ ○ ○ ○

202 産業振興課
八千代町高収
益作物導入支
援事業

　八千代町未導入の高収益作物の導入（実証ほの管理・運営等）に対し助成を行
う。

1,000 489 ○ ○ ○ ○ ○

203 産業振興課
儲かる産地支
援事業

　農産物の作付拡大に向けた取り組みを実施する団体等に対し、生産に必要な機
械・施設に助成する。
・ICTを活用したスマート農業の実践，省力化に必要な機械や施設の整備等
・高品質な農産物を安定的に供給するために必要な機械・施設設備等

12,000 35,177 ○ ○ ○ ○ ○

204 産業振興課
農山漁村振興
事業

　６次産業化を含む農山漁村発イノベーションを推進し、多様な地域資源を活用し
た商品・サービスの開発や研究開発等の取組について補助金を交付する。

45,000 0 ○ ○ ○ ○ ○

205 産業振興課
八千代町推奨
果樹苗木購入
支援事業

　町の単独事業として、国及び県の補助事業で補えない部分の農業者への支援。
・果樹産地振興を目的とした苗木購入費の一部助成 500 152 ○ ○ ○ ○

206 産業振興課
八千代町スマー
ト農業支援事業

　町の単独事業として、国及び県の補助事業の適用を受けることのできない農業
者への支援。
・農作業の省力化を目的とした器具購入費の一部助成

1,000 200 ○ ○ ○ ○ ○

207 産業振興課
八千代町主力
産品振興事業

　当町の主力となる地場産品を「八千代町主力産品」として位置づけ、付加価値向
上と普及促進を図ることで、産業の振興につなげる。

85,500 281,358 ○ ○ ○ ○

208 産業振興課
まちづくりアドバ
イザリー委託事
業

　キッチンカー運用等について精通している業者から適切なアドバイスを受け、農
作物のPR力を高める。

1,980 1,980 ○ ○ ○ ○
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209 産業振興課
八千代町夏まつ
り

　「みこし・はやし」、「ソーラン踊り」、「おどり」などの伝統芸能に加え、新たに多文
化共生等のブース設置や子供向けイベントの実施により、住民の融和と親睦、福
祉の増進、コミュニティ醸成、文化並びに農商工業の総合的な発展を図るためのイ
ベントに対し、補助金を交付するもの。

7,000 4,000 ○

210 産業振興課
消費者行政推
進事業

　消費者トラブルに対する相談体制の整備・運用をはじめ、消費者教育、啓発活動
等の取組を行う。
　町では週２回、「消費生活相談センター」を開設し、専門の相談員が相談に対応し
ている。

1,488 1,518 ○ ○ ○

211 産業振興課
グリーンビレッ
ジ改修事業

　八千代グリーンビレッジ内の施設等に関して、修繕や改善を要する所を洗い出
し、指定管理者と協議のうえ、施設等の長寿命化を図るための改修工事を実施す
る。

64,000 30,080 ○ ○ ○ ○

212 産業振興課
八千代町憩い・
交流拠点施設
管理委託事業

　八千代グリーンビレッジ、クラインガルテン八千代における指定管理業務委託を
行う。
※農村環境改善センターは、令和４年度より町直営による管理運営となっている。

23,000 26,000 ○ ○ ○ ○

213 産業振興課 創業支援事業
　八千代町創業支援事業計画に基づき、町・商工会及び町内金融機関をはじめと
した創業支援機関等と連携して創業支援ネットワークを構築し、創業希望者向けセ
ミナーの開催や個別相談等、創業支援事業を展開する。

300 275 ○ ○ ○ ○ ○

214 産業振興課
農村環境改善
センター運営事
業

　平日及び土曜日の日中については、基幹相談支援センター相談員による管理お
よび予約等の受付を行い、夜間や日曜日など相談員の業務時間外については、シ
ルバー人材センターへ管理を委託する。

10,820 5,445 ○

215 産業振興課
農村環境改善
センター空調設
備更新事業

　農村環境改善センターについては、指定管理対象施設の見直しにより、令和４年
度から町が直営で管理運営を行っているが、空調設備の老朽化が進んでおり、計
画的な更新を実施するもの。

9,000 0 ○

216 産業振興課
ふるさと納税返
礼品開発等支
援事業

　事業者による返礼品開発等を支援することにより、さらなる地域資源の発掘及び
地域の活性化を図るとともに、ふるさと納税の寄附件数、寄附金額の向上を目指
すもの。

3,000 2,356 ○ ○ ○ ○

217 産業振興課
八千代町産農
産物PR事業

　町のキッチンカーを使用し、八千代町産の農作物を加工した商品を各イベントで
提供する。飲食を通じて実際の美味しさを感じてもらうことで八千代町のブランド力
アップに繋げる。

3,400 0 ○ ○

218 産業振興課
農作物盗難防
止用器材設置
事業

　近年増加傾向にある農作物盗難などの対策に有効である防犯カメラ等を設置す
る農業者に対し、設置費用の一部を助成する。

600 0 ○ ○
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219 産業振興課
地域力創造アド
バイザー業務委
託事業

　地域独自の魅力や価値の向上に取り組むことで、地域力を高めようとする市町
村が、地域活性化の取組に関する知見やノウハウを有する外部専門家を招へい
し、指導・助言を受けながら取組を行うもの。

2,200 0 ○ ○ ○ ○

220 産業振興課
地方創生拠点
整備事業

　新しい地域経済・生活環境創生交付金を活用し、地方の社会課題解決・魅力向
上の取組を加速化・深化するため、デジタルの活用などによる観光や農林水産業
の振興等の地方創生に資する拠点施設として「やちよ乃湯　憩遊館」の大規模リ
ニューアルを行うもの。

500,650 0 ○ ○ ○ ○

221 産業振興課
八千代町事業
所DX推進事業
費補助金

　町内の中小企業者が経営課題の解決や事業転換を目指し、デジタル技術を活用
した販路開拓や生産性向上に新たに取り組む事業に対し、システム導入費や人材
育成・教育費などの費用の一部を補助するもの。

2,000 0 ○ ○ ○ ○ ○

222 産業振興課
新基本計画実
装・農業構造転
換支援事業

　地域農業の将来像の実現に向けて、老朽化した共同利用施設の再編集約・合理
化の取組について補助金を交付する。

38,995 0 ○ ○ ○ ○ ○

223 都市建設課

八千代都市計
画事業八千代
中央土地区画
整理事業　総務
事業

　八千代中央土地区画整理事業を進めるうえで必要な審議会運営費、一般管理
費（人件費は除く）、公債費を計上し事業を推進するものである。

37,760 34,632 ○ ○ ○ ○

224 都市建設課

八千代都市計画
事業八千代中央
土地区画整理事
業　第１工区区画
整理事業

　第1工区（菅谷地内の一部）における道路、公園等公共設備の整備改善と宅地の
利用増進を図り、町の中心地区にふさわしい市街地の造成を行うものである。

40,900 18,046 ○ ○ ○ ○

225 都市建設課

八千代都市計画
事業八千代中央
土地区画整理事
業　第２工区区画
整理事業

　第2工区（若地内の一部）における道路、公園等公共設備の整備改善と宅地の利
用増進を図り、町の中心地区にふさわしい市街地の造成を行うものである。

51,000 19,176 ○ ○ ○ ○

226 都市建設課
西山工業団地
公園樹木伐採
事業

　西山工業団地公園内の樹木伐採 1,000 0 ○ ○

227 都市建設課
都市公園施設
長寿命化対策
事業

・長寿命化計画に基づく公園施設の改築及び改修
・中結城地区公園内の修景池の護岸工事等

18,953 0 ○ ○

228 都市建設課
都市計画道路
等除草事業

　都市計画道路等の除草作業 944 0 ○ ○
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229 都市建設課
町道その他路
線用地・補償

　行政区要望等の工事実施に伴う、用地の取得及び物件の移転補償。 1,000 0 ○ ○

230 都市建設課
橋梁点検業務
委託

　町管理橋梁は、今後急速に老朽化が進むことから計画的な維持管理が必要であ
る。そのような中、国から5年に1回の橋梁等の点検を義務付けられたため、町内す
べての橋梁を数年に分けて点検するものである。
・R6より三巡目の点検を行っている。

21,500 7,095 ○ ○

231 都市建設課
町内橋梁長寿
命化補修工事

　橋梁の計画的な維持補修を行い、橋梁の長寿命化を図る。 5,000 4,090 ○ ○

232 都市建設課
道路維持管理
補修事業

　舗装（路面欠損部等）維持補修作業委託・砂利道の維持補修・路肩の草取り清掃
作業等を実施し、安全な道路管理を行う。

17,300 24,611 ○ ○

233 都市建設課
一級町道1号線
道路改良

・道路改良　片側歩道 6.0/11.0m（Ａ交通）
　全体延長　L=500m 5,000 0 ○ ○

234 都市建設課
一級町道5号線
道路改良

・道路改良　両側歩道 6.0/12.0m（Ａ交通）
　全体延長　菅谷～松本　　　L=2,678m
　　計画延長　　松本地内　　 L=810m

96,000 1,705 ○ ○

235 都市建設課
一級町道8号線
道路改良

・道路改良　11.0（6.0/3.5）m　片側歩道
　全体延長　県道つくば古河線～栗山　L=1,537m

38,400 0 ○ ○

236 都市建設課
町道3037号線
外道路改良

・道路改良
　菅谷西（内野団地）地内　　　L=1,949m

5,000 0 ○ ○

237 都市建設課 町道法止 ・法止工事　　行政区の要望　　町内全域 8,000 3,443 ○ ○

238 都市建設課 町道排水整備 ・排水整備工事　　行政区の要望　　町内全域 8,450 8,129 ○ ○
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239 都市建設課 広域農道補修 ・舗装補修工事　　広域農道 30,000 21,648 ○ ○

240 都市建設課
幹線町道区画
線再設

・外側線及び中心線の破損箇所を整備することにより事故防止及び良好な道路管
理を行う。

1,000 1,360 ○ ○

241 都市建設課 町道舗装補修 ・舗装補修工事　　行政区の要望　　町内全域 53,500 63,646 ○ ○

242 都市建設課
幹線道路補修
（一級町道改良
済路線）

・幹線道路補修工事（一級町道改良済路線等） 55,600 73,326 ○ ○

243 都市建設課
町道舗装及び
排水工事測量
委託

・道路境界復元測量委託　　 行政区の要望町内全域
・舗装工事等用地測量委託　行政区の要望町内全域

3,000 1,515 ○ ○

244 都市建設課
工事支障柱移
転補償

・支障柱移転補償費　町内全域 1,000 0 ○ ○

245 都市建設課
空家等対策協
議会の運営

　空家等対策の推進に関する特別措置法第７条に基づく協議会の運営。委員は町
長のほか、地域住民、町議会議員、法務、不動産、建築、福祉、防犯防災等に関
する学識経験者をもって構成する。

50 0 ○ ○

246 都市建設課
特定空家等解
体支援補助事
業

　特定空家等の解体を行う方を対象に、解体費用の一部を助成する。 600 0 ○ ○

247 都市建設課
木造住宅耐震
化事業

　地震による木造住宅の倒壊等の災害を防止するため、住まいの耐震診断や耐震
改修工事を行う方を対象に補助金の交付を行う。
・耐震診断士派遣事業（自己負担額　2千円）
・耐震改修設計費助成（３割以内で上限10万円）
・耐震改修工事費助成（３割以内で上限30万円）

500 0 ○ ○

248 都市建設課
空き家バンクリ
フォーム支援補
助事業

　空き家バンク実施要綱に規定する空き家の有効活用を促進することを目的に、
空き家バンクに登録された物件の購入者が行うリフォームの費用の一部を助成す
る。

600 0 ○ ○
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249 都市建設課
保留地住宅支
援助成金

　保留地購入後２年以内に住宅を新築して居住した者等に、1㎡当たり2,000円で
100万円を上限として助成金を支給する。なお、助成には申請を必要とし、5年間に
分割して支給する。

630 360 ○ ○

250 都市建設課
重機操作技能
講習負担金

　車両系建設機械技能講習負担金 218 0

251 都市建設課

各種研修会出
席負担金（道路
橋点検士技術
研修会）

　道路橋点検士技術研修会負担金 57 0

252 都市建設課
幹線道路等除
草強化事業

　一級町道及び広域農道の路肩の草取り清掃作業等を実施し、安全な交通の確
保を図る。

7,000 0 ○ ○

253 都市建設課
財産管理人選
任予納金

　相続放棄等により所有者が確定できない「所有者不明土地・建物」や所有者が適
正な管理をしない「管理不全土地・建物」について財産管理人の選任を求めるため
の予納金。

1,000 0 ○ ○ ○

254 都市建設課
都市計画マス
タープラン一部
改訂事業

　筑西幹線道路が整備されることにより、国道125号との交差点周辺の活性化が予
想されることから、新たな拠点として位置付けることにより、財政基盤の確保、雇用
の促進を図る。

2,700 0 ○ ○ ○

255 都市建設課
街区公園施設
整備事業

　街区公園全7箇所の基本設計及び施設整備
 ・第1工区　5箇所　13,700㎡
 ・第2工区　2箇所　 6,100㎡
　　　　計　　　　　　 19,800㎡

33,000 0 ○ ○

256 上下水道課
原水設備整備
事業

　経年劣化した原水井戸の浚渫工事を行う。 10,000 14,300 ○ ○ ○ ○ ○

257 上下水道課
浄水設備整備
事業

　浄水設備の修繕・交換及び保守点検。 16,187 17,594 ○ ○ ○ ○ ○

258 上下水道課
配水設備整備
事業

　公共工事実施に伴う配水管の布設替及び漏水・制水弁等の修繕を行う。 56,047 16,806 ○ ○ ○ ○ ○
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259 上下水道課 施設整備事業 　道路改良工事等による配水管布設、機器設備の更新。 147,668 183,984 ○ ○ ○ ○ ○

260 上下水道課 資産購入事業 　計量法により8年ごとに量水器を更新する。 1,364 786 ○ ○ ○ ○ ○

261 上下水道課
水道施設運転
管理包括事業

　平日日中の水道施設の運転管理業務を包括的に行う。 26,000 24,034 ○ ○ ○ ○ ○

262 上下水道課
地盤変動観測
業務

　4か所、年6回の定点観測測量を実施する。 1,500 0 ○ ○ ○ ○ ○

263 上下水道課
水道事業審議
会事業

　上下水道審議会を立ち上げ、事業運営に関して意見を聞く。 56 0 ○ ○ ○ ○ ○

264 上下水道課
浄化槽設置整
備事業

　浄化槽設置に対し補助金を交付し整備を推進する。
・補助額　　　 　  　 5人槽　332,000円
・補助額　　　　6～ 7人槽　414,000円
・補助額　　　　8～10人槽　548,000円
・補助額　単独浄化槽撤去　90,000円

8,141 9,504 ○ ○ ○ ○ ○ ○

265 上下水道課
上下水道事業
審議会事業

　下水道事業運営審議会に代わり、新たに上下水道事業審議会を立ち上げ、必要
に応じて上下水道の事業運営に関する審議を行う。

70 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○

266 上下水道課
公共下水道整
備事業

　公共下水道（汚水・雨水）管渠の整備
・整備面積　910.5ha
・管渠延長　207,031m
　鬼怒小貝流域下水道事業　管渠、処理場の整備
・事業期間平成7年度～令和8年度

190,627 102,690 ○ ○ ○ ○ ○ ○

267 上下水道課
公共下水道計
画見直し事業

　全体計画区域の見直し
　予定処理区域の拡張及び主要な管きょの延伸・変更
　計画目標年次の延伸

7,000 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○

268 上下水道課
鬼怒小貝流域
下水道維持管
理事業

　鬼怒小貝流域下水道維持管理負担 57,266 53,595 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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269 上下水道課
下水道施設維
持管理強化事
業

　下水道管路施設台帳システムに、維持管理に必要な情報を上乗せし、効果的な
施設維持管理を行う。
　マンホールポンプ・流量計ストックマネジマント計画を策定し、施設の計画的な改
築を行う。

15,500 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○

270 上下水道課

八千代町農業
集落排水事業
経営戦略策定
事業

　農業集落排水事業経営の現状と課題を抽出し、経営の安定化を図る。 5,000 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○

271 議会事務局
議場放送設備
等更新事業

　庁舎建設時に導入した議場放送設備は令和6年2月で17年が経過して老朽化し
ており、議場等の放送設備の機器更新を行うことで、安定した議会運営を図る。

6,751 0 ○

272 議会事務局
インターネット議
会中継システム
業務

　議会の様子をインターネット中継及び録画配信を行う。 2,860 0 ○

273 学校教育課
小学校民間バ
ス借上料

　町内小学校の校外学習を実施する際に使用する民間バスの借上げ料 1,000 421 ○ ○

274 学校教育課
中学校民間バ
ス借上料

　町内中学校部活動県西大会出場時に使用する民間バスの借上げ料、及びこれ
まで教育後援会費で賄っていた楽器運搬用トラック代等の諸経費

7,995 2,209 ○ ○

275 学校教育課
小中学校教育
用端末ライセン
ス更新事業

　GIGAスクール構想により導入した、端末のライセンスが令和8年3月末（一部は令
和8年2月末）に期限を迎える為、(一部は令和年)引き続き授業で利用するための
ライセンス更新を行う。

143 0 ○ ○ ○

276 学校教育課
小中学校遠隔
オンライン学習
環境整備事業

　Wi-Fi環境が整備できない家庭へ、モバイルWi-Fi端末の貸出をする。 330 0 ○ ○ ○

277 学校教育課
イングリッシュ
キャンプ事業

　４～５名程度にALT１名がついての英語活動を、グリーンビレッジを会場に参加者
を募集して実施する。日帰りで、小学校（町立小学校５、６年生対象）、中学校（町
立中学校在校生対象）で１日ずつ、（株）インタラックに企画運営を委託する。英語
での自己紹介、アクティビティ、プレゼン等、遊びの中で英語漬けの活動をし英語
力を磨く。

308 0 ○ ○

278 学校教育課
外国語指導助
手派遣委託事
業

  英語を母国語とする外国語指導助手を小中学校に配置する。小学校低学年（1・2
年生）においても外国語活動を行い、小学中学年（3・4年生）の外国語活動及び高
学年（5・6年生）の教科としての外国語の授業を行う。年間を通し各校１名ずつ配置
する。令和6年からは文部科学省による教育課程特例校の新設校に申請し、なお
一層ALTを活用していく。

24,704 23,760 ○ ○
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279 学校教育課

小学校要保護・
準要保護就学
援助事業及び
特別支援教育
就学奨励事業

　保護者が負担する経費のうち、学用品費・校外活動費・学校給食費等の経費の
一部を、経済的な理由で就学困難な児童、及び特別支援学級に在籍する児童のう
ち文部科学大臣が定める基準以内の支弁区分の児童の保護者に補助する。新1
年生には、入学前に入学準備用品の補助を行う。

6,200 3,899 ○ ○ ○ ○

280 学校教育課

中学校要保護・
準要保護就学
援助事業及び
特別支援教育
就学奨励事業

　保護者が負担する経費のうち、学用品費・校外活動費・学校給食費等の経費の
一部を、経済的な理由で就学困難な児童、及び特別支援学級に在籍する児童のう
ち文部科学大臣が定める基準以内の支弁区分の児童の保護者に補助する。

5,000 2,716 ○ ○ ○ ○

281 学校教育課
学校活性化支
援事業

　小・中学校において、町が非常勤講師を雇用しティームティーチングによるきめ細
かな学習指導を行う。

16,580 7,769 ○ ○

282 学校教育課
特別支援教育
支援員配置事
業

　特別な支援を必要とする、心身に障害のある児童生徒の介助・支援で、学校内で
の生活支援や学習活動の補助をする。但し、支援員による授業は行わない。

10,376 6,603 ○ ○

283 学校教育課
県派遣指導主
事配置事業

　授業改善、学級経営等教職員への指導助言を充実させる。令和2年度から小学
校において英語が教科化になったことに伴い、当町では英語に力を入れた教育を
推進するため、英語指導助手と教諭との間をコーディネートするコーディネーターと
しての役割を担うほか、教員の英語指導力向上を図るための指導・研修を行う。

18,000 17,089 ○ ○

284 学校教育課
英語検定料補
助事業

　公益財団法人日本英語検定協会が実施する実用英語技能検定を受験する小学
5年から中学3年までの児童生徒の保護者に対し、同一年度内において１人1回検
定料の2分の1の金額を補助する。令和６年度から補助金交付要綱を改正し、対象
学年を小学校１年生からとする。

473 280 ○ ○

285 学校教育課
理科教育等整
備事業

　国庫補助事業を活用し、小中全７校の理科及び算数・数学の備品整備を進めて
いく。（国２分の１補助）

3,705 1,255 ○ ○

286 学校教育課
学力診断テスト
補助事業

　小学校4年から6年、中学校1年から2年の県内全小中学校の児童生徒対象のテ
ストを実施する。（例年1月に実施）

226 207 ○ ○

287 学校教育課
大学生学校サ
ポーター派遣事
業

　教員を目指す大学生を学校サポーターとして、派遣を希望する小中学校に、9月
～2月の期間中週1回4時間程度派遣し、授業の学習支援・補充学習を行う。 302 300 ○ ○

288 学校教育課
理科薬品等廃
棄事業

　理科薬品等を委託により廃棄する。 280 0 ○ ○
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289 学校教育課
スタートアップ事
業

　継続的に子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、入学・進学する児童・生
徒の保護者に対し、一律２万円の助成金を交付する。
　対象者については、「住み続けたい思えるまちづくりプロジェクト提案事業」等によ
り新1年生・小6年生・中3年生を対象とする。

9,457 9,580 ○ ○

290 学校教育課
小学校口腔衛
生推進事業

　フッ化ナトリウム溶液で1分間ぶくぶくうがいを行い、むし歯予防を図る。永久歯が
生えてくる4歳～14歳頃の実施が効果的なため、小学校にて週1回実施する。

168 156 ○ ○ ○

291 学校教育課
効果的な教育
活動推進事業

　授業環境及び学校行事環境整備のため。 1,349 0 ○ ○ ○

292 学校教育課
特別支援教育
指導員配置事
業

　特別支援学級に関する学校への指導や相談業務。また、WISC知能検査の実
施、検査結果解析及び保護者との面談。WISC知能検査は、全体的な知的能力や
記憶・処理に関する能力を測ることができ、特別支援学級や特別支援学校など進
路助言に活用、また、特別支援委員会へ諮る際の根拠資料となる。この検査は実
施及び解析に専門的知識を有するため、有資格者に依頼する。

1,251 909 ○ ○

293 学校教育課
外国籍児童生
活支援員配置
事業

　外国籍で日本語を話すことができない児童生徒及び保護者に対し、通訳やその
他支援を行う。

3,206 1,538 ○ ○

294 学校教育課
学校教育指導
員配置事業

　不登校児童生徒を対象に、学校とは異なる場での小集団生活を通して集団生活
への適応を促進させ、再登校を図ることを目的とした教育支援センター（けやきの
家）において、学校教育指導員２名を配置する。

5,527 5,536 ○ ○

295 学校教育課

教育後援会費
廃止のための
移行学校関係
予算

　各小中学校後援会において、会員からの会費の徴収を廃止し、現在、執行して
いる教育委員会事務局予算に加算する。

576 0 ○ ○

296 学校教育課
学校図書購入
費事業

　参考図書購入費にて各校年間100千円ずつ予算化しているが、学校図書の蔵書
率が不足しているため、R6年度同様に増額する。

2,342 699 ○ ○

297 学校教育課
英語力パワー
アップ事業

　小中学校の英語の授業の中に、オンライン英会話を導入する。また、英語の授業
の指導力のある大学教授を招き、英語担当教員の授業力の向上を図る。

8,185 0 ○ ○

298 学校教育課
算数・数学授業
力向上事業

　数学の授業の指導力がある大学教授を招き、町内小中学校における算数・数学
担当教員の授業力向上を図る。

250 0 ○ ○
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299 学校教育課
学校環境整備
事業

　学校の環境整備（除草・樹木の消毒等）は、学校職員・保護者により行っている
が、奉仕作業を行う人員も減少し環境整備が捗っていない。特に樹木の消毒等は
機材を必要とするため、学校で実施するのは難しい状況である。

476 0

300 学校教育課
小中学校ネット
ワークアセスメ
ント業務委託

　文科省では教育DXをさらに進めるために公表されたKPI（重要達成度指標）の中
で、R7年度までに「ネットワーク環境の改善」が掲げられている。GIGAスクール構
想により導入した教育用端末の利活用をさらに進めるためにも、ネットワークシス
テムの環境整備は必要である。

3,000 0 ○ ○

301 学校教育課

中学校部活動
各種大会参加
費負担金補助
事業

　小中学生の体育・文化活動において各種大会の参加負担金等の経費について
予算化をする。

260 0 ○ ○

302 学校教育課
校内フリース
クール設置事業

　不登校生徒が年々増加しており、文科省の調査（R4年度）では過去最高となって
いる。当町においても増加傾向にあり、特に中学生の不登校対策が課題となって
いる。不登校生徒一人一人の状況に応じて、学びたいと思ったときに学べる環境を
整えるため、環境の変化が少なく安心して登校できる校内フリースクールの設置が
必須である。

2,301 0 ○ ○

303 学校教育課
小中学校パソコ
ン機器等リース
事業

　小中学校パソコン（教職員のパソコンや校務支援）等関連機器の賃貸借を行う。 26,309 26,148 ○ ○

304 学校教育課
小中学校樹木
伐採等環境整
備事業

　小中学校7校の敷地内中木の伐採及び枝下ろし業務委託。 1,570 0 ○ ○

305 学校教育課
小中学校消火
器整備事業

　製造より10年経過した消火器を交換する。 369 0 ○ ○

306 学校教育課
小学校遊具改
修事業

　遊具点検に基づき、老朽化した遊具の更新・修繕・撤去を行う。
　授業で使用する鉄棒・雲梯を優先的に更新する。

700 0 ○ ○

307 学校教育課
中学校照明LED
化リース事業

　中学校の校舎・体育館等のLED化
　　　　　（リース期間R3.10～R13.9）

1,698 1,698 ○ ○ ○

308 学校教育課
小中学校適正
配置等推進事
業費

　小中学校の統合に関する事務を円滑に推進し、新たに設置される学校の開校に
向けての準備を行う。

382 0 ○ ○
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309 学校教育課
小学校体育館
空調設置レンタ
ル事業

　児童の熱中症予防対策のため各小学校体育館へ空調機器を夏季期間設置する 1,534 0 ○ ○

310 学校教育課

小学校空調機フ
ロン排出抑制法
に係わる点検事
業

　フロン排出抑制法による小学校空調の点検義務
・３年に１度の点検業務

1,323 0 ○ ○

311 学校教育課

中学校空調機フ
ロン排出抑制法
に係わる点検事
業

　フロン排出抑制法による中学校空調の点検義務
・機械設置による３年契約

381 0 ○ ○

312 学校教育課
学校給食無償
化及び給食向
上助成事業

　当該保護者の経済的負担の軽減を図り、もって町民の子育て支援に貢献するこ
とができる。
　また学校給食は、児童・生徒の心身の健全な発達に資するとともに、食に関する
正しい理解と望ましい食習慣を養う上で重要な役割を果たすものであるため、栄養
バランスのとれた給食を提供する目的で助成を行うものである。

74,880 13,131 ○ ○ ○

313 学校教育課
地場産物活用
事業

　学校給食における地場産物活用割合を、県平均程度まで引き上げる。 800 800 ○ ○ ○

314 学校教育課
調理・配送業務
委託事業

　学校給食における調理・配送業務の民間委託により、民間企業の専門的な知識
や経験により蓄積された技術を活用し、柔軟な勤務時間等による業務効率の向上
を図る。

64,614 64,614 ○

315 学校教育課
給食公会計化
事業

　令和６年４月から学校給食費の取扱いを、現在の私会計（学校ごとに徴収・ 管理
する方法）から、公会計（町で徴収・管理する方法）へ移行する。 これに伴い、給食
費の支払方法は口座振替が基本となり、システム料や手数料を予算化する。

311 264 ○

316 学校教育課
八千代町学校
給食弁当代替
対応補助事業

　学校給食費の無料措置による対象とならない食物アレルギー対応のため学校給
食の代替として弁当を持参している児童生徒の保護者への助成を目的とする。

109 77 ○ ○

317 学校教育課
中学校体育館
空調設備設置
工事

　生徒の熱中症予防対策及び災害時避難所の環境整備 212,817 0 ○ ○

318 学校教育課
安静小学校普
通教室空調設
備設置工事

　児童の熱中症予防対策 3,000 0 ○ ○
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319 生涯学習課
子ども体験学習
事業（愛らんど
八千代事業）

　長期の宿泊体験学習を行う。
・施設での集団生活の中で、自然体験を取り入れた活動の実施
・参加予定人員　４０名

3,720 2,700 ○ ○ ○ ○

320 生涯学習課
子ども体験学習
事業（子ども教
室）

　学校・学年をこえて、実験、創作、スポーツ等の体験を行う。
・教室開催　年間１０回程度
・参加児童の登録

257 257 ○ ○ ○ ○

321 生涯学習課
子ども会育成事
業

・単位子ども会活動支援
・町連合会組織運営及び各種活動支援
　　サマーキャンプ、親子映画会、子どもフェスティバル、親子スキー、リーダー研
修会等

1,766 1,466 ○ ○ ○ ○

322 生涯学習課 はたちのつどい
　毎年1月第2日曜日に、中央公民館を会場として、実行委員会主催により、新成
人を一堂に会した式典を行う。

380 380 ○ ○ ○ ○

323 生涯学習課
青少年相談員
活動

　青少年の健全育成啓発活動や、社会環境浄化活動、相談業務、街頭指導などを
行う。
　　委員数２６名

640 609 ○ ○ ○ ○

324 生涯学習課
女性団体育成
事業

　各集落内女性団体の活動支援と育成、また、女性団体連合会及び地域女性団
体連絡会の活動支援を行う。
　・補助金交付
　・各種活動支援

167 69 ○ ○ ○ ○ ○
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